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最近の就職戦線は、平
成25年春に卒業予定の
大学生の就職活動解禁が
２か月遅くなったにも拘
わらず、選考開始はこれ
まで通りの４月と、就職
活動はまさに短期決戦型
となっています。この就職活動がスタートする前の２月20日
と21日の両日、本学では学部の３年生と大学院１年生を対象
とする「平成24年度第４回学生と企業との就職懇談会」が、
本学体育館を会場に開催されました。

今回参加した企業は、青森県から広島県まで134社。面談
に臨んだ学生は延べ385名で、昨年の同時期開催と比較する
と両者とも微増となりました。参加企業の業種の割合は例年
とあまり変わらず、約３分の１が建設業と製造業、次いで小
売・卸売業、情報通信業の順でした。また、前回から学生と
の面談時間に時間制を設けたことにより、短時間の面談を複
数回実施することで学生と企業との面談の機会が増えるよう
にしました。

新卒を巡る採用状況は、震災の復興需要や景気回復への期
待などによって企業の採用意欲が改善しつつあるとの見方も
ありますが、企業側が望む一定の基準に達しなければ内定を
勝ち取ることができないのが現実です。学生達には就活テク
ニックに頼ることなく、自分自身のやり方で一歩前へ踏み出
し、それぞれが相応しい企業の内定を是非ともつかんでほし
いと願っています。

学務部次長 阿波 稔（土木建築工学科教授）

前田 わかな（感性デザイン学科３年／青森・八戸工大二高）

私は、２月16日～28日まで、オーストラリアの南クィー
ンズ大学（クィーンズランド州トゥーンバ市）での研修に参
加し、語学だけでなく多くのことを学んできました。
「Are you OK ?」。ブリスベンの空港に着いた私は、この

一言にすら反応できませんでしたが、たくさんの親切な人達
に出会い、根気よく話を聞いてもらい理解しあうことができ
ました。多民族国家であるオーストラリアで感じたことは、
互いの文化や宗教を尊重し、歩み寄ろうとする人々の姿勢で
した。世界の人々がどのような思想を持って生きているのか。
日本から遠く離れた場所に住み、話す言葉も文化も違うとい

うことだけで、今までの私はそれを理解しようとも、そのた
めに学ぼうとも思ってもいませんでした。私にとっては初め
ての海外、そして初めてのホームステイでしたが、そんな不
安を吹き飛ばしてくれた現地の人々。おおらかな時間が流れ
るオーストラリアで、素敵な経験をすることができました。

近藤 士靖（バイオ環境工学科１年／静岡・袋井高）

今回の南クィーンズ大学での研修は、私には初の海外だっ
たので不安でいっぱいでしたが、終わってみれば「帰りたく
なかった」「また行きたい」というのが正直な感想です。参
加の動機は、一度は海外に行ってみたい、生の英語を聞いて
みたいという単純なことでした。私は、英語が好きかと問わ
れれば嫌いだと答えていましたし、これまで英語を学んでき
て、一度も楽しいと思ったことはありませんでした。しかし、
今回の研修で初めて英語が楽しいと思いました。初めは全く
聞き取れなかった単語が、少しずつ聞き取れるようになり、
文法が多少分からなくても、単語を一つ一つ繋げて自分の気
持ちを相手に伝えようとすることで、文法上では間違いかも
しれないことも、正解になることがたくさんありました。し
かし、言葉が思い浮かばず、言いたい事を言えないもどかし
さを何度も痛感しました。その時の悔しさを忘れず、英語が
上達するよう勉強を続けていきたいと思っています。

２月３日、第32回札幌国際
スキーマラソン大会が札幌市
で開催され、昨年優勝し招待選
手として男子50㎞に出場した
スキー部の船水大也さん（機械
情報技術学科４年／青森・弘前
工高）が、第２位となり、２年
連続の入賞を果たした。タイム
は２時間26分で優勝記録に３
秒２及ばなかった。（学年は平
成24年度）

２月15日～17日、大阪市のボディーメーカーコロシアム
（大阪府立体育館）で開催された「第52回大阪国際招待卓球

選手権大会（大阪オープ
ン）」に出場した卓球部
の吉野裕規さん（バイオ
環境工学科２年／北海
道・北見柏陽高）が、強
豪ひしめく男子シング
ルでベスト８に進出し、
次回の同大会への推薦
とシード権を獲得した。     
（学年は平成24年度）

第４回学生と企業との就職懇談会
景気回復への期待、只今就職活動真っ直中

札幌国際スキーマラソン大会
凖優勝

第52回大阪国際招待卓球選手権
大会ベスト８

オーストラリア海外研修に参加して

写真提供「卓球王国」

（学年は平成24年度）


























